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シン・エナジー(株)

松川小水力発電所の技術的特徴

後藤川幹線水路の水理的特徴
☆ 通年通水（非灌漑期も発電利用が可能） ☆ 多くの落差工が存在する

落差工

温水路（落差工）

松川小水力発電開発の意義
民間企業が先行実施することにより成功事例を示し、改良区が水力事業に本格的に参入することを後押する
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シン・エナジー(株)

松川小水力発電所の技術的特徴

松川小水力発電設備の概要

後藤川幹線水路の水量は期間別に変化（前述）
するが、これに対応する水車は非常に高価となる
ため、使用水量は年間を通じて一定することを条
件として水車選定を行った。

縦軸スクリュー水車（北陸
精機製）
フィリピン無償資金協力事
業で実証済み
同水車は、ゴミ等の混入に
対して比較的強い特性を有
する

松川小水力発電設備概要

設置前 設置後 設置後

フィリピン無償資金協力事業(平成26年7月完成）

松川小水力発電所
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シン・エナジー(株)

松川小水力発電所の技術的特徴

角落しによる水位調整 FRPM管利用（直管のみ使用） キャパシタ駆動緊急遮断弁採用

一般に取流量・取水位制御は、河川流量の変動
に合わせて電動・自動で行なうが、このようなシ
ステムは高額である。
一方、本水路の流量変化は、基本年3回であるこ

とを考慮すれば自動制御である必要性は低い。
このため本発電所の取水設備では、角落し方式

の取水堰と土砂吐を兼ねた小型の手動流量調整
ゲートを併用して取水位が一定となるよう調節す
ることで取水量を制御する構造とし、コストダウ
ンを図った

コストパフォーマンスに優れた強化プラス
ティック複合管（㈱栗本鐵工所製）を採用した。
導水路のルート検討において、管の継手による

曲げ配管（許容曲げ角度以内）とすることで割高
となる曲管を不要とし、直管のみを使用した。

従来、停電時の入口弁の電源には無停電電源装
置（UPS）を使用することが一般的であるが、大
口径の圧力管の場合、バルブだけでなく、UPS自
体も大型で高額となることが課題であった。
当発電所では水道・ガス等のライフラインで高

い実績を持ち、比較的低価格なCAPACON（キャ
パシタ駆動緊急遮断弁、㈱カワデン製）を水力発
電所で初めて採用した。

出典：クリモトHP
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松川小水力発電所建設費用

工　種 構成比率(%) 備　考

土木工事 42,250,000 49.7

土木別途 7,999,000 9.4 水圧管、ゲート他

発電装置 33,536,000 39.5 水車・発電機・制御装置

電気工事 1,215,000 1.4 連係負担金含む

建設費合計 85,000,000 100.0

金額(円)

松川小水力発電所建設工事費（2015年時点、税別）
建設工事比率

調査、設計、申請手続き等は、弊社自身が実施しており、これらの費用は上記に含まれない
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小水力発電のkWあたり建設単価と松川小水力の財務性

松川小水力発電所の建設費は他社実績に比べ約25％のコストダウン＝前述の技術的工夫を図った効果
事業者自身が設計者である効果(新発想の導入、調査設計費=自前）

約
2
5
%

低い経費率の要因＝遠隔監視＋シン・エナジー固有要因
【固有要因】
仙台営業所・近傍にPV発電所が存在する＝万一の場合急行が
可能

項目 単位 備　考

事業費 百万円 85.0

最大出力 kW 37.0

kW当たり建設費 千円/kW 2,297

経費率(年運転経費/事業費） ％ 0.84 実績ベース

稼働率 ％ 90.0

年間売電電力量 MWh/年 275.0 停止率15％

売電単価 円/kWh 34.0

発電原価(40年平均) 円/kWh 17.9

IRR（税引前） ％ 6.2

資金回収年 年 10.75

項目 単位 備　考

事業費 百万円 111.0

kW当たり建設費 千円/kW 3,000

経費率(年運転経費/事業費） ％ 0.78 金額は上表と同額

発電原価(40年平均) 円/kWh 21.3

IRR（税引前） ％ 1.3 事業実施困難

資金回収年 年 14.63

松川小水力発電所　財務指標

内　容

建設費単価が仮に左図レベル（3,000千円/kW）の場合の財務指標

内　容

6



出典：第7回調達価格等算定委員会(2012年4月27日）資料より

経費率＝75千円÷1,000千円＝7.5％

シン・エナジー(株)

FIT価格算定の根拠と実態

価格等調整委員会：50kW程度の水力のFIT価格は、建設費1,000千円/kWを想定(200kW未満一律）
vs

実態：前図のとおり約3,000千円/kW,経費率を7.5％とした場合、IRR＝計算不能 発電原価44.5円/kWh＞売電単価34.0円/kWh
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松川小水力発電所運転実績
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民間企業による既設水路利用従属式小水力開発の可能性

松川小水力発電所
（好条件により実現）

【好条件】
☆ 改良区・行政の全面的協力
☆ 通年取水・短区間に多くの落差工
☆ 関連企業の協力
☆ 事業者と設計者が同一

【課題】
★ 財務的にかなり厳しい

但し、温水路補修が終了すれば運転継続可能

融資を受けている場合は致命的

★ スケールデメリット
系統上の制約から開発規模を決定することは
資源有効活用の面からも邪道

普及の条件
○ 通年運転が可能なこと
○ 運転経費の削減が可能なこと
○ 最大限のポテンシャルが生かせること

ターゲット
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ご静聴ありがとうございました。


